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❤ 

どなたでも参加できます！ 

２００円持ってコミセンに 

お越しください！！１１月は１９日です。 

 

＊ヤマモモの木と栗の木を植えました 

  立派な実がなることをを期待しています～ 

下
甑
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
が
い
た 

 

今
年
は
東
日
本
で
は
熊
（
ク
マ
）が
市
街
地
に
ま
で
出
没
す
る
よ
う
に
な
り
、

多
く
の
人
が
死
ん
だ
り
傷
を
負
わ
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
秋
田
県
で
は
、
ク
マ

退
治
す
る
た
め
に
、
自
衛
隊
の
出
動
を
要
請
し
た
と
い
う
か
ら
深
刻
で
あ
る
。

北
海
道
に
い
る
の
は
、
ヒ
グ
マ
、
本
州
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
。
四
国
・
九
州
に
は

生
息
し
て
い
な
い
か
ら
ま
ず
は
一
安
心
。 

熊
ほ
ど
人
を
襲
う
こ
と
は
な
い
が
、農
作
物
を
荒
ら
す
の
が
、猪
（
イ
ノ
シ
シ
）・

鹿
（
シ
カ
）・
猿
（
サ
ル
）
な
ど
。
甑
島
は
カ
ラ
ス
・
キ
ジ
な
ど
の
他
、
小
鳥

類
も
作
物
を
く
い
あ
ら
す
。
こ
の
狭
い
島
に
今
は
い
な
く
な
っ
た
猪
・
鹿
・
猿

ま
で
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
は
下
甑
島
に
は
、
猿
は
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
猪
と
鹿
は
江
戸
時
代
ま
で
は
い
た
と
い
う
。 

わ
が
家
に
は
ど
う
し
た
の
か
、
昔
か
ら
鹿
の
角
が
あ
る
。
祖
父
に
聞
い
た
と

こ
ろ
「
昔
の
先
祖
様
が
取
ら
い
た
と
よ
。」
と
い
う
答
え
に
島
に
鹿
が
い
た
の

か
半
信
半
疑
だ
っ
た
。
何
か
の
文
書
で
、
江
戸
時
代
の
初
期
頃
か
手
打
で
昔
栄

え
て
い
た
諏
訪
神
社
の
祭
礼
の
時
に
狩
り
と
っ
た
鹿
が
十
頭
以
上
も
奉
納
さ

れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
っ
た
と
い
う
。（
今
の
手
打
の
鎮
守
は
新
田
神
社
だ
が
、

昔
は
諏
訪
神
社
が
鎮
守
様
だ
っ
た
と
聞
く
。）
だ
か
ら
、
下
甑
の
山
野
に
も
鹿

が
い
た
と
い
う
祖
父
の
話
も
マ
ユ
ツ
バ
で
は
な
か
っ
た
。 

一
方
、
猪
は
幕
末
近
く
ま
で
い
た
と
い
う
。
下
甑
村
郷
土
誌
に
は
、
長
浜
の

宮
ド
ン
の
防
猪
濠
（
イ
ノ
シ
シ
防
ぎ
の
深
い
み
ぞ
）
跡
が
紹
介
さ
れ
る
。 

私
の
先
祖
の
ド
ク
ダ
ジ
イ
（
六
太
夫
ジ
イ
・
安
政
年
間
没
）
が
「
シ
シ
（
猪
）

退
治
」
を
し
た
逸
話
が
残
る
。
安
政
年
間
は
一
八
五
〇
年
代
で
ペ
リ
ー
が
来
航

し
た
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
頃
ま
で
猪
が
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
年
、
浜

に
猪
の
死
骸
ら
し
き
も
の
が
漂
着
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
薩
摩
半
島
先
端
の
笠

沙
付
近
を
車
で
走
っ
て
い
る
時
、
か
わ
い
い
ウ
リ
ボ
ウ
（
猪
の
子
）
が
道
路
脇

を
ト
コ
ト
コ
走
る
の
も
見
た
。
大
き
な
猪
だ
っ
た
ら
、
こ
わ
か
っ
た
だ
ろ
う
。 
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